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大飯発電′研原子力事業者防災業務計画の読み替えについて (連絡)

平成 31年 1月 18日 付け関原発第461号 にて届け出ました「大飯発電所原子カ

事業者防災業務計画どにつきましては、大飯発電所において、「第一発電室」及び「第

二発電室」の組織名称を「発電室どに変更 したことに伴い、当該組織の役職名 も変更

となりました。

本件は、組織名称のみの事務的な内容の変更であるため、「原子力事業者防災業務

計画の確認に係る視点等について」に基づく軽易な変更扱いとして、次回修正までの

期間、添付資料の通 り読み替えることにより運用いたしますのでご連絡申し上げます。

以  上

派付資料

大飯発電所原子力事業者防災業務計画読替表



No.1

大飯発電所原子力事業者防災業務計画読替表

説 明

・大飯発電所「第一発詢

及び「第二発電室」の組織

名称を「狛竜箋 に変更し

たことに伴う、役用洛変更
による読み替え

読替後

第3節 放射線測定設備および原子力防災資機材の整備

1 敷地境界イヽl近の放射線測定設備の設置、検査

(1)原子力防災管理者は、原災法第 11条第1項に基づき別表2-3-3および別図2-3-13に示す
放射線測定設備を設置する。また、放射線管理課長は、あらかじめ定めるところにより次の措置を講じ
る。

a 検出部、表示および記録装置その他の主たる↑書l,え要素の外観において放射線量の適正な検出をタノザげる
おそれのない状態を維持する。

b.設置している地形の変化そθ)イU司辺環境の変化により、放射線量の適正な検‖Jこ支障を生ずるおそれ
のない状態を維持する。

c 年 1回以上較正を行う。
d 散博等により監視不能となつた場合は、速や力ヽこ修理するとともに、必要に応じて代替手段での測定
を実施する。

(2)原子力防災管理者は、放射線測定設備を新たに設置したときまたは変更したときは、所定の手続きに
より様式2-3-4を用いて、設置または変更した日から7日 以内に内閣総理大臣、原子力規制委員会、
所在都道府県知事、所在市町村長および聞阿司辺都道府県知事に届け出る。

(3)原子力防災管理者は、メ攻身、l′イ泉測定設備を新たに設置したときまたは変更したときは、試走の手続きに
より原子力規制委員会に中詰し、原子力規制委員会が行う検査を受ける。

(4)兆七室長は、放射線測定設備により測定した放射線量の期直を記録言樹こより記録し、1年間保存する。
また、この記録に基づいた激射線量の数値を公衆が閲覧できる方法で公表する。

現行

第3節 放射線測定設備および原子力防災資鶴材の整備

1 敷地境界付近の放射線測定設備の設置、検査

(1)原子力防災管)と者は、原災法第 11条第1項に基づき別表2-3-3および別図2-3-13に示す
放射線測定設備を設置する。また、放射線管理課長は、あらかじめ定めるところにより次の措置を講じ
る。

a 検出部、表示およつ涌熙 置その他の主たる構成要素の夕聰とにおいて放射線量の適正な検出を妨げる
おそれのない状態を維持する。

b,設置している地形の変化そのlh」司辺環境の変化により、放射線量の適正な検出に支障を生ずるおそれ
のない状態を維持する。

c 年1回以上較正を行う。
d 故障等により監侃不能となった場合は、速や力ヽこ修理するとともに、必要tひよじて代替手段での測定
を動 する。

(2)原子力防災管理者は、放射線測定設備を新たに設置したときまたは変更したときは、所定の手続きに
より様式2-3-4を用いて、設置または変更した日から7日 以内に内閣総理大臣、原子力規制委員会、
所在都道府県知事、P)イ l Hlllr小 す長および1勤阿司辺都適付県知事に届け出る。

(3)原 子力ll力災管理者は、放射線測定設備を新たに設置したときまたは変更したときは、所定の手続きに
より原 力々規制参_員会に申請し、原子力規制委員会が行う検査を受ける。

(4)第一発電室長は、放射線測定設備によりJu定 した放射線量の数値を記録訥こより記録し、 1年間イ呆イ千
する。また、この「し録に基づいた放射線量の数値を公衆が閲覧できる方法で公表する。



No.2

大飯発電所原子力事業者防災業務計画読替表

説明

大飯発電所「第一発電室」

及び「第二発電室Jの組織

名称を「発電室」に変更し

たことに伴う、役潮お変更

による読ノナ答え

読替後

別図2-2-4 ツ発電所原 F力 緊急時対策本部要員の非常招集連絡経
`k
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l,l図 2-2-4 発電所原 F力 緊急時対策本部要員の非常す′召集連絡経正文


